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　 適用回線に関するご注意

　 ＩＰ電話回線のご利用にあたってのご注意

消防機関（119番）への発信、消防機関（119番）からの逆信ができないＩＰ電話回線には使用できません。（例：050・・・・のＩＰ電話など）
①消防機関（119番）への発信、逆信ができること

一般電話機やファクシミリなど、同一のＩＰ電話回線に接続する他の機器などが行う通信の影響により、
火災通報装置の機能に支障を生じるおそれのない回線契約および接続をしてください。

②火災通報装置の接続位置に注意

ご使用になるＩＰ電話回線を構成する機器（回線終端装置など）が存在する場合、それらの機器に対しても、
火災通報装置と同様の電源の接続方法および同様の動作時間を可能とする予備電源が必要となります。
また、構成する機器が存在しない場合でも、その回線が停電時に使用可能である必要があります。

③回線終端装置にも予備電源（UPS装置など）が必要

回線終端装置等の回線構成機器の電源コンセントは、振動又は衝撃等で容易に緩まないような措置（抜け止め措置）が必要です。
また、電源コンセント系統の分電盤には、火災通報装置の回線終端装置用の旨を示す表示が必要です。

④電源コンセントの抜け止め措置、分電盤の開閉器に用途表示が必要

ご使用になるＩＰ電話回線の契約内容、回線終端装置などの設定によっては、消防機関（119番）との通話ができない可能性がありますので、
詳細につきましては電話回線の通信事業者へご相談ください。

⑤ＩＰ電話回線の契約内容や回線終端装置の設定にも注意

従来のアナログ電話回線をご使用する際の注意事項に加えて、適用回線についてはご注意ください。

この商品は、インターネットプロトコルを使用した電話回線（ＩＰ電話回線）に接続することが認められている火災通報装置です。
火災通報装置をＩＰ電話回線に接続してご使用になる場合は、以下のご確認、ご対応をお願いします。

●消防機関（119番）への発信、消防機関（119番）からの逆信ができない回線には使用できません。
●火災通報装置を接続する回線（IP電話回線アダプタなどのアナログポートを含む）が通報先応答にて極性反転（リバース）しない場合は、
　一般通報機能を使用できません。（例：公衆電話回線など）
●火災通報装置を接続する回線が、通報先応答にて極性反転（リバース）しない通報先は、一般通報機能の通報先に登録できません。
　（例：フリーダイヤル®などの着信課金サービスへの通報）
　・フリーダイヤル®は、NTTコミュニケーションズの登録商標です。
●IP電話回線をご使用になる場合は、関係する省令、告示に従い、設置・運用してください。
　（下記の「IP電話回線のご利用にあたってのご注意」を参照してください。）
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このカタログに記載の電気機器の保証期間は1年間です。ただし、お買
い上げ後メンテナンス契約を結んでいただくことが必要です。なお、ラン
プ・電池などの消耗品は、対象外とさせていただきます。商品保証書が添
付されている場合は、添付商品保証書が優先されます。また、別途品質
保証契約が結ばれている場合は、品質保証契約書が優先されます。保
証期間は商品お買い上げ日（お引き渡し日）より上記期間、無料修理対
応させていただきます。

ご使用にあたって

●このカタログの掲載商品の希望小売価格には、消費税、配送・設置調
　整費・工事費、使用済み商品の引き取り費等は含まれておりません。
●商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますので
　ご了承ください。
●印刷物と実物とは多少色味が異なる場合があります。あらかじめご了承
　ください。
●このカタログの掲載商品の詳細については、販売店・専門施工店また
　は当社におたずねください。

ご購入の前に

●ご使用の前に、「取扱説明書」「施工説明書」をよくお読みいただき、ご不明な点はお買い上げの販売店または専門施工店にご相談
　の上、正しくご使用ください。
●このカタログに掲載の商品は、使用用途・場所などを限定するもの、専門施工を必要とするもの、また定期点検および機器のメンテナ
　ンスを必要とするものがあります。お買い上げの販売店または専門施工店にご確認ください。

安全に関する
ご注意

お求めは当店で
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従来のアナログ電話回線に加えて
ＩＰ電話回線にも対応消防署へ

一般通報先へ



火災通報装置に関わる
法令が改正されました。

主な改正内容

配線の接続部が、振動または衝撃により容易に緩まないような措置の例

近年、ＩＰ電話回線（インターネットプロトコルを用いて音声伝送を行う電話回線）が普及していることから、ＩＰ電話回線を
使用する場合等の火災通報装置に係る技術上の基準等が定められました。

参考 ： 消防庁通知（平成28年8月3日　消防予第240号）
　　　「消防法施行規則の一部を改正する省令及び火災通報装置の基準の一部を改正する件の運用上の留意事項について（通知）」

●「消防法施行規則の一部を改正する省令」
　（平成28年2月24日　総務省令第10号）
●「火災通報装置の基準の一部を改正する件」 
　（平成28年2月24日　消防庁告示第6号）
●「消防法施行規則の一部を改正する省令及び  
　火災通報装置の基準の一部を改正する件の
　公布について（通知）」
　（平成28年2月24日　消防予第49号）
●「消防法施行規則の一部を改正する省令及び
　火災通報装置の基準の一部を改正する件の
　運用上の留意事項について（通知）」
　（平成28年8月3日　消防予第240号）

IP電話回線の場合

①機能に支障を生ずるおそれのない電話回線を使用すること
②必要に応じて回線終端装置等を媒介することにより適切に使用すること
　他の機器の影響により機能に支障がないよう規定

（１）火災通報装置の電話回線との接続等に関する基準の改正

①音声情報送出後の待機時間を5秒→10秒に延長
②通話切れの場合の呼び返し信号の待機時間を10秒間とること

（２）消防機関からの呼び返し信号を確実に受信するための基準の改正

①ＩＰ電話を使用する場合の回線終端装置等の予備電源対応
②常用電源使用時には分電盤と回線終端装置等の間に、開閉器を設けない等
③分電盤の開閉器に火災通報装置に係る回線終端装置等用の旨の表示記載等

（３）確実な電源供給のための基準の改正

専用電話機 火災通報装置
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従来のアナログ電話回線とIP電話回線では停電時の動作がちがいます。

IP電話回線に接続する火災通報装置の運用上の留意事項（必要な措置）

屋内

電話回線が直接火災通報装置に接続されます。
停電時も一定時間火災通報ができます。

アナログ電話回線の場合
屋内

電話機等

アナログ
電話回線

IP電話回線※
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■市販の器具を活用した措置の例
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装置等

（ONU等）

分電盤

火災通報装置の動作に
支障を来たさない位置に

接続すること

火災通報装置用および
回線終端装置等用の旨の

表示が必要

途中経路に開閉器を
設けてはいけない抜け止めの措置が必要

予備電源内蔵

回線終端装置等の
停電時バックアップが必要

予備電源なし

最低７０分の
停電補償
が必要

火災通報装置

壁コンセント

バンド

調整ツメ

クランプ

留め金具

= 必要な措置

インターネット

※使用するIP電話回線は、119番への発信・逆信が可能なこと。

今回改正された法令、および通知

回線終端装置等で出力されるアナログ電話信号が、火災通報装
置に接続されます。回線終端装置等に予備電源がないと、停電時
にIP電話回線が使用できない状態となりますので、火災通報動作
できません。したがって、回線終端装置等に停電時バックアップ
する予備電源が必要となります。  （P.2参照）
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定格・仕様

火災通報装置関連機器

機能

火災通報装置（応答確認ランプ付）
BGF1181（音声ロムパック別売）
希望小売価格 140,000円〈税抜〉

新

専用電話機増設装置（8台対応型）
BGT9318
希望小売価格 70,000円〈税抜〉

新
連動停止スイッチ箱（DC24V）
BGT9010KH
希望小売価格 15,000円〈税抜〉

連動停止スイッチ箱（DC12V）
BGT9011H
希望小売価格 15,000円〈税抜〉

特定小規模施設用ワイヤレス感知器と
連動する場合などに使用します。

ワイヤレス連動停止スイッチ
BGW9200
希望小売価格 15,300円〈税抜〉

専用電話機
BGT1192
希望小売価格 
22,000円〈税抜〉

音声ロムパック
BGF93
希望小売価格 18,000円〈税抜〉

確認ランプ
BGT9001K
希望小売価格 
1,700円〈税抜〉

通報べル
EA4643K
希望小売価格 
3,900円〈税抜〉

音声ロムパック
BGF91
希望小売価格 
18,000円〈税抜〉

音声ロムパック
BGF92
希望小売価格 
18,000円〈税抜〉

3 4

注）左記「生産終了品」の火災通報装置本体をお使いで、録音メッセージの変更の
ため音声ロムパックをお求めの際は、BGF91またはBGF92をご注文ください。

注）BGF1181には別途BGF93音声ロムパックが必要です。必ず合わせてお求めください。

※1）「適用回線に関するご注意」をご確認ください。また、IP電話回線を使用する場合、「IP電話回線のご利用にあたってのご注意」もご確認ください。 （裏表紙参照）　
※2）0119は事業所集団電話回線（セントレクス）に接続したときに使用します。　※3）一般通報先への携帯電話の登録は、携帯電話が電波の届かない場所にあると通報できないため、おすすめしていません。

※4）不定フレーズの内容は、事前に所轄消防署と打ち合わせてください。

●通報メッセージは「固定フレー
　ズ」と「不定フレーズ（住所、名
　前など）」を組み合わせて作りま
　す。メッセージ（不定フレーズ）の
　録音は当社で承ります。

火災通報装置本体と音声ロムパックの互換性にご注意ください。ご注意
音声ロムパック

本体 音声ロムパック 専用電話機 ランプ・ベル

専用電話機増設装置 連動停止スイッチ箱（有線） 連動停止スイッチ
（特定小規模施設自動火災報知設備専用）

従来品 現行品 専用電話機
BGF91

BGF1190・BGF1190K
BGF11910・BGF1195・BGF11951
BGF1196
BGF1197
BGF1181

BGF92

火災通報装置本体
（非常通報装置）

生産終了品

現行品

BGF93
○ × × BGT1191
○ × ×
× ○ ×
× × ○

BGT1192

× × ○

■火災通報専用電話機

■専用電話機増設装置

【通報メッセージ】

■火災通報装置

各部の名称と主なはたらき

交流電源が入っていること
を知らせます。「早い点滅
（0.5秒周期）」で通報動作中
であることを、「遅い点滅（1
秒周期）」で予備電源（鉛蓄
電池）で動作していることを
知らせます。

電源ランプ1

応答確認ランプが点滅中に、専用電話機の受話器を掛けたま
ま通話割込ボタンを押すと、通報を取り消すことができます。

火災通報ボタンまたは自火
報入力の配線が、断線や短
絡した時点滅します。保守点
検時に自火報入力による
119番通報を停止させてい
る時には点灯します。（別途
登録設定が必要です。）

配線注意ランプ3

119番と通話するときに使います。
受話器6

押すと119番に自動通報します。
火災通報ボタン2

押すと通報取り消し、または通話割り込み、通報停止（火
災通報装置のみの機能です。）ができます。

通話割込ボタン5

ダイヤル中は点滅し、相手が応答すれば点灯します。
応答確認ランプ4

通報取り消し

119番が応答後（応答確認ランプ…点灯）専用電話機の受話
器を取り、通話割込ボタンを押すと119番と通話ができます。

通話割り込み

長押しすることにより、自火報入力による119番通報を停止
することができます。（別途登録設定が必要です。）

通報停止 （火災通報装置のみ）

BGT1192
火災通報専用電話機

BGF1181
火災通報装置
（応答確認ランプ付）

新

応答確認
ランプ

4
電源ランプ1

火災通報ボタン2

配線注意ランプ3

応答確認ランプ4

通話割込ボタン5

通話割込
ボタン

5

受話器6

火災通報
ボタン

2

使用周囲温度 －5℃～＋40℃
使用電源 DC12V 　消費電流　30mA

電源電圧 AC100V　50／60Hz
消費電力 警報時最大 15VA
予備電源 鉛蓄電池　DC12V　800mAh（BGF9902）
使用周囲温度 －5℃～＋40℃

認定番号 一般財団法人 日本消防設備安全センター認定番号　火通ー023号
一般財団法人 電気通信端末機器審査協会　技術基準適合認定　P96ー0025ー0

認定番号 一般財団法人 日本消防設備安全センター認定番号　火通ー042号
一般財団法人 電気通信端末機器審査協会　技術基準適合認定　A16ー0095001

出　力 ベル鳴動（BELL）　確認ランプ（LAMP）

消費電力 警戒時 7VA　警報時 15VA

使用周囲温度 －5℃～＋40℃
外部電源 DC12V　300mA

電源電圧 AC100V　50／60Hz
予備電源 鉛蓄電池　DC12V　800mAh（BGF9902）（60分経過後、10分の通報動作可能〈常温〉）

通報メッセージ 火災通報ボタン操作時と自動火災報知設備連動時の音声メッセージ2種類（不定フレーズは共通です）

通報先容量 119と一般通報先16ヵ所（合計17ヵ所）※3
通報先ダイヤル番号※2 119または0119と一般通報先（最大24桁）

回線種別 ダイヤル回線（10／20PPS）／プッシュホン回線

適用回線※1
一般加入者回線（アナログ回線）
またはIP電話回線（ひかり電話など）
事業所集団電話回線（セントレクス）

入　力 火災通報ボタン（F1＋，F1－）
自動火災報知設備連動（F2＋，F2－） 2（無電圧のメーク接点受）

不応答先へのリダイヤル 119番通報時…決められた時間間隔で98回
一般通報時…決められた時間間隔で17回

構内交換機

火災通報装置
（BGF1181）

電話
回線

注1）火災通報装置は構内交換機の一次側に接続してください。　注2）公衆電話回線などリバース機能のない回線では一般通報はできません。

ローゼット 構内交換機

4（T1） 2（L1）

3（T2） 1（L2）
電話
回線

火災通報装置
（BGF1181）

自動火災報知設備連動時

火災通報ボタン操作時

内　容

ピンポン  ピンポン
自動火災報知設備が作動しました

ピピピ  ピピピ
火事です  火事です

固定フレーズ

住所、名前などの個別メッセージ
（16秒以内）

不定フレーズ※4

逆信してください
（消防機関通報時のみ）

固定フレーズ

希望小売価格には消費税は含まれておりません。

従来からのアナログ電話回線に加え
て、近年普及してきているＩＰ電話回
線（インターネットプロトコルを用い
て音声伝送を行う電話回線）への接
続にも対応しました。

平成28年4月
改正告示適合品

新基準にもしっかり適合。ワンタッチで住所や名前などを正確に伝えます。
平成28年4月改正告示適合品特　長

※停電時の本体動作用の電池（鉛蓄電池 品番：BGF9902）は必要です。

火災通報装置の本体メモリの停電時
バックアップの方式を変更して、コイ
ン電池を使用しなくなりました。廃棄
物の削減とともに、電池の取替えの
心配が低減されます。※

環境を配慮し
コイン電池レスへ

３台以上の専用電話機を接続する場合に併用する電
話機増設装置は、接続可能な専用電話機が従来の５
台から８台へアップしました。火災通報装置本体へ電
話機増設装置２台を接続すれば、専用電話機は最大
１６台の接続が可能です。

電話機増設装置の
電話機接続可能台数は８台へ拡大

火災通報装置または火災通報専用電話
機の火災通報ボタンを押すだけで、119
番に自動通報。使用中の電話は強制的
に切り、119番通報を優先します。

4
119番にはあらかじめ録音された通報
メッセージを自動通報。住所や名前など
消防機関が必要とする情報を正確に伝
えます。

通報メッセージを受信した消防機関から、
確認のための逆信が入ります。火災通報
専用電話機（あるいは一般電話機）が鳴動
しますので、受話器を取って応答します。

消防機関からの逆信終了後、管理責任
者・関係者などに順次通報メッセージを
送ることもできます。（最大16ヵ所まで）

119番以外の
一般通報も可能。3 消防機関からの

確認（逆信）に応答。2 住所や名前を
自動通報。1 操作はワンタッチ。

火事です。火事です。
こちら○○町○○番地
○○ホテルです。
逆信してください。

逆信

消防機関

火事です。火事です。
こちら○○町○○番地
○○ホテルです。



定格・仕様

火災通報装置関連機器

機能

火災通報装置（応答確認ランプ付）
BGF1181（音声ロムパック別売）
希望小売価格 140,000円〈税抜〉

新

専用電話機増設装置（8台対応型）
BGT9318
希望小売価格 70,000円〈税抜〉

新
連動停止スイッチ箱（DC24V）
BGT9010KH
希望小売価格 15,000円〈税抜〉

連動停止スイッチ箱（DC12V）
BGT9011H
希望小売価格 15,000円〈税抜〉

特定小規模施設用ワイヤレス感知器と
連動する場合などに使用します。

ワイヤレス連動停止スイッチ
BGW9200
希望小売価格 15,300円〈税抜〉

専用電話機
BGT1192
希望小売価格 
22,000円〈税抜〉

音声ロムパック
BGF93
希望小売価格 18,000円〈税抜〉

確認ランプ
BGT9001K
希望小売価格 
1,700円〈税抜〉

通報べル
EA4643K
希望小売価格 
3,900円〈税抜〉

音声ロムパック
BGF91
希望小売価格 
18,000円〈税抜〉

音声ロムパック
BGF92
希望小売価格 
18,000円〈税抜〉

3 4

注）左記「生産終了品」の火災通報装置本体をお使いで、録音メッセージの変更の
ため音声ロムパックをお求めの際は、BGF91またはBGF92をご注文ください。

注）BGF1181には別途BGF93音声ロムパックが必要です。必ず合わせてお求めください。

※1）「適用回線に関するご注意」をご確認ください。また、IP電話回線を使用する場合、「IP電話回線のご利用にあたってのご注意」もご確認ください。 （裏表紙参照）　
※2）0119は事業所集団電話回線（セントレクス）に接続したときに使用します。　※3）一般通報先への携帯電話の登録は、携帯電話が電波の届かない場所にあると通報できないため、おすすめしていません。

※4）不定フレーズの内容は、事前に所轄消防署と打ち合わせてください。

●通報メッセージは「固定フレー
　ズ」と「不定フレーズ（住所、名
　前など）」を組み合わせて作りま
　す。メッセージ（不定フレーズ）の
　録音は当社で承ります。

火災通報装置本体と音声ロムパックの互換性にご注意ください。ご注意
音声ロムパック

本体 音声ロムパック 専用電話機 ランプ・ベル

専用電話機増設装置 連動停止スイッチ箱（有線） 連動停止スイッチ
（特定小規模施設自動火災報知設備専用）

従来品 現行品 専用電話機
BGF91

BGF1190・BGF1190K
BGF11910・BGF1195・BGF11951
BGF1196
BGF1197
BGF1181

BGF92

火災通報装置本体
（非常通報装置）

生産終了品

現行品

BGF93
○ × × BGT1191
○ × ×
× ○ ×
× × ○

BGT1192

× × ○

■火災通報専用電話機

■専用電話機増設装置

【通報メッセージ】

■火災通報装置

各部の名称と主なはたらき

交流電源が入っていること
を知らせます。「早い点滅
（0.5秒周期）」で通報動作中
であることを、「遅い点滅（1
秒周期）」で予備電源（鉛蓄
電池）で動作していることを
知らせます。

電源ランプ1

応答確認ランプが点滅中に、専用電話機の受話器を掛けたま
ま通話割込ボタンを押すと、通報を取り消すことができます。

火災通報ボタンまたは自火
報入力の配線が、断線や短
絡した時点滅します。保守点
検時に自火報入力による
119番通報を停止させてい
る時には点灯します。（別途
登録設定が必要です。）

配線注意ランプ3

119番と通話するときに使います。
受話器6

押すと119番に自動通報します。
火災通報ボタン2

押すと通報取り消し、または通話割り込み、通報停止（火
災通報装置のみの機能です。）ができます。

通話割込ボタン5

ダイヤル中は点滅し、相手が応答すれば点灯します。
応答確認ランプ4

通報取り消し

119番が応答後（応答確認ランプ…点灯）専用電話機の受話
器を取り、通話割込ボタンを押すと119番と通話ができます。

通話割り込み

長押しすることにより、自火報入力による119番通報を停止
することができます。（別途登録設定が必要です。）

通報停止 （火災通報装置のみ）

BGT1192
火災通報専用電話機

BGF1181
火災通報装置
（応答確認ランプ付）

新

応答確認
ランプ

4
電源ランプ1

火災通報ボタン2

配線注意ランプ3

応答確認ランプ4

通話割込ボタン5

通話割込
ボタン

5

受話器6

火災通報
ボタン

2

使用周囲温度 －5℃～＋40℃
使用電源 DC12V 　消費電流　30mA

電源電圧 AC100V　50／60Hz
消費電力 警報時最大 15VA
予備電源 鉛蓄電池　DC12V　800mAh（BGF9902）
使用周囲温度 －5℃～＋40℃

認定番号 一般財団法人 日本消防設備安全センター認定番号　火通ー023号
一般財団法人 電気通信端末機器審査協会　技術基準適合認定　P96ー0025ー0

認定番号 一般財団法人 日本消防設備安全センター認定番号　火通ー042号
一般財団法人 電気通信端末機器審査協会　技術基準適合認定　A16ー0095001

出　力 ベル鳴動（BELL）　確認ランプ（LAMP）

消費電力 警戒時 7VA　警報時 15VA

使用周囲温度 －5℃～＋40℃
外部電源 DC12V　300mA

電源電圧 AC100V　50／60Hz
予備電源 鉛蓄電池　DC12V　800mAh（BGF9902）（60分経過後、10分の通報動作可能〈常温〉）

通報メッセージ 火災通報ボタン操作時と自動火災報知設備連動時の音声メッセージ2種類（不定フレーズは共通です）

通報先容量 119と一般通報先16ヵ所（合計17ヵ所）※3
通報先ダイヤル番号※2 119または0119と一般通報先（最大24桁）

回線種別 ダイヤル回線（10／20PPS）／プッシュホン回線

適用回線※1
一般加入者回線（アナログ回線）
またはIP電話回線（ひかり電話など）
事業所集団電話回線（セントレクス）

入　力 火災通報ボタン（F1＋，F1－）
自動火災報知設備連動（F2＋，F2－） 2（無電圧のメーク接点受）

不応答先へのリダイヤル 119番通報時…決められた時間間隔で98回
一般通報時…決められた時間間隔で17回

構内交換機

火災通報装置
（BGF1181）

電話
回線

注1）火災通報装置は構内交換機の一次側に接続してください。　注2）公衆電話回線などリバース機能のない回線では一般通報はできません。

ローゼット 構内交換機

4（T1） 2（L1）

3（T2） 1（L2）
電話
回線

火災通報装置
（BGF1181）

自動火災報知設備連動時

火災通報ボタン操作時

内　容

ピンポン  ピンポン
自動火災報知設備が作動しました

ピピピ  ピピピ
火事です  火事です

固定フレーズ

住所、名前などの個別メッセージ
（16秒以内）

不定フレーズ※4

逆信してください
（消防機関通報時のみ）

固定フレーズ

希望小売価格には消費税は含まれておりません。

従来からのアナログ電話回線に加え
て、近年普及してきているＩＰ電話回
線（インターネットプロトコルを用い
て音声伝送を行う電話回線）への接
続にも対応しました。

平成28年4月
改正告示適合品

新基準にもしっかり適合。ワンタッチで住所や名前などを正確に伝えます。
平成28年4月改正告示適合品特　長

※停電時の本体動作用の電池（鉛蓄電池 品番：BGF9902）は必要です。

火災通報装置の本体メモリの停電時
バックアップの方式を変更して、コイ
ン電池を使用しなくなりました。廃棄
物の削減とともに、電池の取替えの
心配が低減されます。※

環境を配慮し
コイン電池レスへ

３台以上の専用電話機を接続する場合に併用する電
話機増設装置は、接続可能な専用電話機が従来の５
台から８台へアップしました。火災通報装置本体へ電
話機増設装置２台を接続すれば、専用電話機は最大
１６台の接続が可能です。

電話機増設装置の
電話機接続可能台数は８台へ拡大

火災通報装置または火災通報専用電話
機の火災通報ボタンを押すだけで、119
番に自動通報。使用中の電話は強制的
に切り、119番通報を優先します。

4
119番にはあらかじめ録音された通報
メッセージを自動通報。住所や名前など
消防機関が必要とする情報を正確に伝
えます。

通報メッセージを受信した消防機関から、
確認のための逆信が入ります。火災通報
専用電話機（あるいは一般電話機）が鳴動
しますので、受話器を取って応答します。

消防機関からの逆信終了後、管理責任
者・関係者などに順次通報メッセージを
送ることもできます。（最大16ヵ所まで）

119番以外の
一般通報も可能。3 消防機関からの

確認（逆信）に応答。2 住所や名前を
自動通報。1 操作はワンタッチ。

火事です。火事です。
こちら○○町○○番地
○○ホテルです。
逆信してください。

逆信

消防機関

火事です。火事です。
こちら○○町○○番地
○○ホテルです。



システム系統図 〈専用電話機（BGT1192）を使用する場合〉

寸法図 単位：mm

接続方法

5 6

●専用電話機が3台以上（8台まで）の場合

露出タイプ
ローゼット
（付属）

4（T1） 2（L1）

3（T2） 1（L2）
電話
回線

LS1
L1

LS2
L2

SP SP

GND
HOOK HOOK

LED LED

F1＋ F＋

F1－ F－

CLR
F2＋
F2－
BELL
LAMP
EXT
＋12V
P1
P2
FG

CLR

（DC12V 300mA｠まで）

交流電源

内蔵
モジュラ
ジャック

AC100V
専用電源より

函体接地〔D種（第3種）
接地相当以上（100Ω以下）〕

EI1

EIF

＋
－

Fa2

I＋
I－
Fc2

B

連動停止スイッチ箱
（BGT9010KH）

抵抗器
（接続済）

火災受信機

火災通報用
押釦

火災通報用
押釦

PVC線（電話機接続用電線）
を使用してください。

圧着スリーブなどで接続し、絶縁処理をしてください。

GND

L1
L2
SP

HOOK
LED
F+
F－
CLR

GND

火災通報専用電話機
（BGT1192）

火災通報専用電話機
（BGT1192）

※1

※2

※4

※1 ※1

※3

交流電源

LS1
LS2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR
F2＋
F2－
BELL
LAMP
EXT
＋12V
P1
P2
FG

（DC12V 300mA｠まで）

内蔵
モジュラ
ジャック

AC100V
専用電源より

AC100V
専用電源
より

B

火災通報装置専用電話機
増設装置

（BGT9318）

LS1
LS2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR

FG

LS1
LS2
♯1 SP

GND
HOOK
LED

F1＋
F1－
CLR

♯2 SP
♯3 SP
♯4 SP
♯5 SP
♯6 SP
♯7 SP
♯8 SP

火災通報専用電話機
（BGT1192）
（1台め）

AC
100V

他
の
専
用
電
話
機
へ

L1
L2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR

函体接地
D種（第3種）
接地相当以上
（100Ω以下）

函体接地
D種（第3種）
接地相当以上
（100Ω以下）

火災通報専用電話機
（BGT1192）
（8台め）

L1
L2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR

分岐端子台
（40端子）
または
分岐配線

※6※6

※3

※5
分岐端子台
（40端子）
または
分岐配線

※5

※7 ※7 ※7 ※7

※3

設置以前から
ご使用中の
電話機

モジュラコード（付属）

露出タイプ
ローゼット
（付属）

4（T1） 2（L1）

3（T2） 1（L2）
電話
回線

※4

設置以前から
ご使用中の
電話機

モジュラコード
（付属）

●専用電話機が2台までの場合
は基本システム
はオプションシステム

2(L1) L14(T1)

1(L2) 3(T2) L2

L1

L2電話
回線

構内交換機
など

露出タイプ
ローゼット
（付属）

通話などができない
場合は、極性を
入れかえてください。

火災通報装置
（BGF1181）

火災通報装置
（BGF1181）

※2

●特定小規模施設用ワイヤレス感知器と
　接続する場合

GND

F2＋
F2－
＋12V

火災通報装置
（BGF1181）

圧着スリーブなどで
接続し、絶縁処理を
してください。

EI1
EIF

＋
－

連動停止スイッチ箱（DC12V）
（BGT9011H）

抵抗器
（接続済）

ワイヤレス
感知器
（無線式）
（移報接点付）

無極性 移
報
接
点

F2＋

F2－

火災通報装置
（BGF1181）

圧着スリーブなどで
接続し、絶縁処理を
してください。

※8
※1

※8
※1

ワイヤレス
連動停止スイッチ
（BGW9200）

移報接点

通報ベル
合計300mA以下になるように接続してください。

確認ランプ

火災通報専用
電話機

2台まで

接続機器

■接続個数
接続個数

φ0.9または0.75mm2 200m 150m 80m 200m

150m 100m 40m 150m

1台の場合 2台の場合※9
確認ランプ
通報ベル

ワイヤレス連動
停止スイッチ

φ0.65または0.5mm2

使用電線径

■配線可能距離（片道）
専用電話機

BGW9200
ワイヤレス
連動停止スイッチ

BGT9011H
連動停止スイッチ箱
（DC12V）

※1）

※2）

注1）
注2）
注3）

ISDN回線と接続する場合は、必ずTA／A（サクサ株式会社製）をご使用ください。
ADSL回線と接続する場合は、スプリッタ分離タイプ（NTTフレッツADSLなど）に接続してください。
P型2級受信機（1回線）（BV1219）などの外部電源端子（DC24V）（I+,I－など）のない受信機に接続する場合は、
火災通報装置（DC12V）からBGT9011Hに電源を供給することが可能です。（所轄消防署にご確認ください）
火災通報装置の施工には、工事担任者資格および消防設備士甲種4類が必要です。
設置前には必ず所轄消防署へご確認ください。
火災通報装置は、構内交換機の一次側に接続してください。

※9）送り配線およびスター配線のいずれの配線方法も可能です。
注1）電話機増設装置を使用の場合は、専用電話機1台の場合と同じです。
注2）ループ抵抗は20Ω以下としてください。

火災通報用押釦を増設する場合や火災受信機と接
続する場合は、付属のダイオード（1A・600V）の極性
に注意して接続してください。
火災通報ボタン（F1）の入力線の短絡や自火報の入
力線が短絡した場合、電子ブザー（最大0.5A）などを＋
12V端子（＋側）、EXT端子（－側）に取り付けると事
故の事前チェックが可能です。
専用電源にできない場合は、事前に所轄消防署にご
確認ください。
露出タイプローゼットに接続する配線（モジュラコードの
配線は除く。）と火災通報装置の配線は別ケーブルに
してください。
分岐端子台は40P以上をご使用ください。
分岐端子台のLED端子には、火災通報装置専用電
話機増設装置（BGT9318）に付属の抵抗（560Ω・
1/2Ｗ）を接続してください。
PVC線（電話機接続用電線）を使用してください。
移報接点端子と火災通報装置間の配線短絡検知を
行うため、ダイオードはワイヤレス連動停止スイッチまた
はワイヤレス感知器の近くに配置してください。
構内交換機・ボタン電話機などには、極性がありますの
で注意してください。
接続する電話機は、必ず♯1から順に使用してください。

※1）

※2）

※3）

※4）

※5）
※6）

※7）
※8）

注1）

注2）

●受信機と連動する場合

●専用電話機を3～8台設置する場合
　専用電話機増設装置（BGT9318）が必要です。

●専用電話機を9～16台まで設置する場合
　2台目の専用電話機増設装置が必要です。消防機関

および
一般通報先

（最大16ヵ所）

BGT9010KH
連動停止スイッチ箱
（DC24V）

電話回線

BGF1181
火災通報装置
（応答確認ランプ付）
別途音声ロムパック
（BGF93）が必要です。

※1

BGT1192  専用電話機
（最大8台まで接続可能）

BGT9318
専用電話機増設装置
（8台対応型）

火災通報用押釦
（EK51など）

BGT1192
専用電話機

BGT1192
専用電話機

注）消防機関から通話終了後、
約14秒後より一般通報を
開始します。

はオプションシステムです。

火災受信機

AC100V
専用電源

BGT9011H
連動停止スイッチ箱
（DC12V）

●特定小規模施設用ワイヤレス感知器と連動する場合

ま
た
は

ま
た
は

BGW22717K
連動型
ワイヤレス感知器

BV1219
P型2級受信機
（1回線）

BGW22428K
連動型
ワイヤレス感知器
（移報接点付）

電話
回線

※2

BGT1192  専用電話機
（1系統最大8台（2系統合計16台）まで増設可能）

BGT9318
専用電話機増設装置
（8台対応型）

注）受信機からDC24V電源がとれない場合は、所轄消防署へ確認の上、
BGT9011Hをご使用ください。

火災通報装置
BGF1181

230 65

31
5

蓄電池は3年を目処に
必ず交換してください。
漏液による性能劣化で
機器損傷などの恐れが
あります。
次回蓄電池交換期限

年 月

ワイヤレス連動停止スイッチ
BGW9200

12
0

116

26年　　　　　月     設置 ●電池切れの場合、施工店または
　点検契約店にご相談ください

連動停止スイッチ箱
BGT9010KH
BGT9011H

15 251.8

14
4

120

51
.8

専用電話機増設装置
BGT9318

230 65

31
5

専用電話機
BGT1192

22
0

76 100

確認ランプ
BGT9001K

φ
92

16
55

66
.7

通報ベル
EA4643K

φ150 φ130

φ83.5
φ66.7

300

φ73

51.5

66.7

注1）

注2）

火災通報装置専用電話機増設装置（BGT9318）を接続すると3台以上
8台まで接続可能です。
電話機増設装置（BGT9318）を2台並列接続すると16台まで接続可能です。



システム系統図 〈専用電話機（BGT1192）を使用する場合〉

寸法図 単位：mm

接続方法

5 6

●専用電話機が3台以上（8台まで）の場合

露出タイプ
ローゼット
（付属）

4（T1） 2（L1）

3（T2） 1（L2）
電話
回線

LS1
L1

LS2
L2

SP SP

GND
HOOK HOOK

LED LED

F1＋ F＋

F1－ F－

CLR
F2＋
F2－
BELL
LAMP
EXT
＋12V
P1
P2
FG

CLR

（DC12V 300mA｠まで）

交流電源

内蔵
モジュラ
ジャック

AC100V
専用電源より

函体接地〔D種（第3種）
接地相当以上（100Ω以下）〕

EI1

EIF

＋
－

Fa2

I＋
I－
Fc2

B

連動停止スイッチ箱
（BGT9010KH）

抵抗器
（接続済）

火災受信機

火災通報用
押釦

火災通報用
押釦

PVC線（電話機接続用電線）
を使用してください。

圧着スリーブなどで接続し、絶縁処理をしてください。

GND

L1
L2
SP

HOOK
LED
F+
F－
CLR

GND

火災通報専用電話機
（BGT1192）

火災通報専用電話機
（BGT1192）

※1

※2

※4

※1 ※1

※3

交流電源

LS1
LS2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR
F2＋
F2－
BELL
LAMP
EXT
＋12V
P1
P2
FG

（DC12V 300mA｠まで）

内蔵
モジュラ
ジャック

AC100V
専用電源より

AC100V
専用電源
より

B

火災通報装置専用電話機
増設装置

（BGT9318）

LS1
LS2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR

FG

LS1
LS2
♯1 SP

GND
HOOK
LED

F1＋
F1－
CLR

♯2 SP
♯3 SP
♯4 SP
♯5 SP
♯6 SP
♯7 SP
♯8 SP

火災通報専用電話機
（BGT1192）
（1台め）

AC
100V

他
の
専
用
電
話
機
へ

L1
L2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR

函体接地
D種（第3種）
接地相当以上
（100Ω以下）

函体接地
D種（第3種）
接地相当以上
（100Ω以下）

火災通報専用電話機
（BGT1192）
（8台め）

L1
L2
SP
GND
HOOK
LED
F1＋
F1－
CLR

分岐端子台
（40端子）
または
分岐配線

※6※6

※3

※5
分岐端子台
（40端子）
または
分岐配線

※5

※7 ※7 ※7 ※7

※3

設置以前から
ご使用中の
電話機

モジュラコード（付属）

露出タイプ
ローゼット
（付属）

4（T1） 2（L1）

3（T2） 1（L2）
電話
回線

※4

設置以前から
ご使用中の
電話機

モジュラコード
（付属）

●専用電話機が2台までの場合
は基本システム
はオプションシステム

2(L1) L14(T1)

1(L2) 3(T2) L2

L1

L2電話
回線

構内交換機
など

露出タイプ
ローゼット
（付属）

通話などができない
場合は、極性を
入れかえてください。

火災通報装置
（BGF1181）

火災通報装置
（BGF1181）

※2

●特定小規模施設用ワイヤレス感知器と
　接続する場合

GND

F2＋
F2－
＋12V

火災通報装置
（BGF1181）

圧着スリーブなどで
接続し、絶縁処理を
してください。

EI1
EIF

＋
－

連動停止スイッチ箱（DC12V）
（BGT9011H）

抵抗器
（接続済）

ワイヤレス
感知器
（無線式）
（移報接点付）

無極性 移
報
接
点

F2＋

F2－

火災通報装置
（BGF1181）

圧着スリーブなどで
接続し、絶縁処理を
してください。

※8
※1

※8
※1

ワイヤレス
連動停止スイッチ
（BGW9200）

移報接点

通報ベル
合計300mA以下になるように接続してください。

確認ランプ

火災通報専用
電話機

2台まで

接続機器

■接続個数
接続個数

φ0.9または0.75mm2 200m 150m 80m 200m

150m 100m 40m 150m

1台の場合 2台の場合※9
確認ランプ
通報ベル

ワイヤレス連動
停止スイッチ

φ0.65または0.5mm2

使用電線径

■配線可能距離（片道）
専用電話機

BGW9200
ワイヤレス
連動停止スイッチ

BGT9011H
連動停止スイッチ箱
（DC12V）

※1）

※2）

注1）
注2）
注3）

ISDN回線と接続する場合は、必ずTA／A（サクサ株式会社製）をご使用ください。
ADSL回線と接続する場合は、スプリッタ分離タイプ（NTTフレッツADSLなど）に接続してください。
P型2級受信機（1回線）（BV1219）などの外部電源端子（DC24V）（I+,I－など）のない受信機に接続する場合は、
火災通報装置（DC12V）からBGT9011Hに電源を供給することが可能です。（所轄消防署にご確認ください）
火災通報装置の施工には、工事担任者資格および消防設備士甲種4類が必要です。
設置前には必ず所轄消防署へご確認ください。
火災通報装置は、構内交換機の一次側に接続してください。

※9）送り配線およびスター配線のいずれの配線方法も可能です。
注1）電話機増設装置を使用の場合は、専用電話機1台の場合と同じです。
注2）ループ抵抗は20Ω以下としてください。

火災通報用押釦を増設する場合や火災受信機と接
続する場合は、付属のダイオード（1A・600V）の極性
に注意して接続してください。
火災通報ボタン（F1）の入力線の短絡や自火報の入
力線が短絡した場合、電子ブザー（最大0.5A）などを＋
12V端子（＋側）、EXT端子（－側）に取り付けると事
故の事前チェックが可能です。
専用電源にできない場合は、事前に所轄消防署にご
確認ください。
露出タイプローゼットに接続する配線（モジュラコードの
配線は除く。）と火災通報装置の配線は別ケーブルに
してください。
分岐端子台は40P以上をご使用ください。
分岐端子台のLED端子には、火災通報装置専用電
話機増設装置（BGT9318）に付属の抵抗（560Ω・
1/2Ｗ）を接続してください。
PVC線（電話機接続用電線）を使用してください。
移報接点端子と火災通報装置間の配線短絡検知を
行うため、ダイオードはワイヤレス連動停止スイッチまた
はワイヤレス感知器の近くに配置してください。
構内交換機・ボタン電話機などには、極性がありますの
で注意してください。
接続する電話機は、必ず♯1から順に使用してください。

※1）

※2）

※3）

※4）

※5）
※6）

※7）
※8）

注1）

注2）

●受信機と連動する場合

●専用電話機を3～8台設置する場合
　専用電話機増設装置（BGT9318）が必要です。

●専用電話機を9～16台まで設置する場合
　2台目の専用電話機増設装置が必要です。消防機関

および
一般通報先

（最大16ヵ所）

BGT9010KH
連動停止スイッチ箱
（DC24V）

電話回線

BGF1181
火災通報装置
（応答確認ランプ付）
別途音声ロムパック
（BGF93）が必要です。

※1

BGT1192  専用電話機
（最大8台まで接続可能）

BGT9318
専用電話機増設装置
（8台対応型）

火災通報用押釦
（EK51など）

BGT1192
専用電話機

BGT1192
専用電話機

注）消防機関から通話終了後、
約14秒後より一般通報を
開始します。

はオプションシステムです。

火災受信機

AC100V
専用電源

BGT9011H
連動停止スイッチ箱
（DC12V）

●特定小規模施設用ワイヤレス感知器と連動する場合

ま
た
は

ま
た
は

BGW22717K
連動型
ワイヤレス感知器

BV1219
P型2級受信機
（1回線）

BGW22428K
連動型
ワイヤレス感知器
（移報接点付）

電話
回線

※2

BGT1192  専用電話機
（1系統最大8台（2系統合計16台）まで増設可能）

BGT9318
専用電話機増設装置
（8台対応型）

注）受信機からDC24V電源がとれない場合は、所轄消防署へ確認の上、
BGT9011Hをご使用ください。

火災通報装置
BGF1181

230 65

31
5

蓄電池は3年を目処に
必ず交換してください。
漏液による性能劣化で
機器損傷などの恐れが
あります。
次回蓄電池交換期限

年 月

ワイヤレス連動停止スイッチ
BGW9200

12
0

116

26年　　　　　月     設置 ●電池切れの場合、施工店または
　点検契約店にご相談ください

連動停止スイッチ箱
BGT9010KH
BGT9011H

15 251.8

14
4

120

51
.8

専用電話機増設装置
BGT9318

230 65

31
5

専用電話機
BGT1192

22
0

76 100

確認ランプ
BGT9001K

φ
92

16
55

66
.7

通報ベル
EA4643K

φ150 φ130

φ83.5
φ66.7

300

φ73

51.5

66.7

注1）

注2）

火災通報装置専用電話機増設装置（BGT9318）を接続すると3台以上
8台まで接続可能です。
電話機増設装置（BGT9318）を2台並列接続すると16台まで接続可能です。



2017.2

防災
パナソニック

システム

　 適用回線に関するご注意

　 ＩＰ電話回線のご利用にあたってのご注意

消防機関（119番）への発信、消防機関（119番）からの逆信ができないＩＰ電話回線には使用できません。（例：050・・・・のＩＰ電話など）
①消防機関（119番）への発信、逆信ができること

一般電話機やファクシミリなど、同一のＩＰ電話回線に接続する他の機器などが行う通信の影響により、
火災通報装置の機能に支障を生じるおそれのない回線契約および接続をしてください。

②火災通報装置の接続位置に注意

ご使用になるＩＰ電話回線を構成する機器（回線終端装置など）が存在する場合、それらの機器に対しても、
火災通報装置と同様の電源の接続方法および同様の動作時間を可能とする予備電源が必要となります。
また、構成する機器が存在しない場合でも、その回線が停電時に使用可能である必要があります。

③回線終端装置にも予備電源（UPS装置など）が必要

回線終端装置等の回線構成機器の電源コンセントは、振動又は衝撃等で容易に緩まないような措置（抜け止め措置）が必要です。
また、電源コンセント系統の分電盤には、火災通報装置の回線終端装置用の旨を示す表示が必要です。

④電源コンセントの抜け止め措置、分電盤の開閉器に用途表示が必要

ご使用になるＩＰ電話回線の契約内容、回線終端装置などの設定によっては、消防機関（119番）との通話ができない可能性がありますので、
詳細につきましては電話回線の通信事業者へご相談ください。

⑤ＩＰ電話回線の契約内容や回線終端装置の設定にも注意

従来のアナログ電話回線をご使用する際の注意事項に加えて、適用回線についてはご注意ください。

この商品は、インターネットプロトコルを使用した電話回線（ＩＰ電話回線）に接続することが認められている火災通報装置です。
火災通報装置をＩＰ電話回線に接続してご使用になる場合は、以下のご確認、ご対応をお願いします。

●消防機関（119番）への発信、消防機関（119番）からの逆信ができない回線には使用できません。
●火災通報装置を接続する回線（IP電話回線アダプタなどのアナログポートを含む）が通報先応答にて極性反転（リバース）しない場合は、
　一般通報機能を使用できません。（例：公衆電話回線など）
●火災通報装置を接続する回線が、通報先応答にて極性反転（リバース）しない通報先は、一般通報機能の通報先に登録できません。
　（例：フリーダイヤル®などの着信課金サービスへの通報）
　・フリーダイヤル®は、NTTコミュニケーションズの登録商標です。
●IP電話回線をご使用になる場合は、関係する省令、告示に従い、設置・運用してください。
　（下記の「IP電話回線のご利用にあたってのご注意」を参照してください。）
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このカタログに記載の電気機器の保証期間は1年間です。ただし、お買
い上げ後メンテナンス契約を結んでいただくことが必要です。なお、ラン
プ・電池などの消耗品は、対象外とさせていただきます。商品保証書が添
付されている場合は、添付商品保証書が優先されます。また、別途品質
保証契約が結ばれている場合は、品質保証契約書が優先されます。保
証期間は商品お買い上げ日（お引き渡し日）より上記期間、無料修理対
応させていただきます。

ご使用にあたって

●このカタログの掲載商品の希望小売価格には、消費税、配送・設置調
　整費・工事費、使用済み商品の引き取り費等は含まれておりません。
●商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますので
　ご了承ください。
●印刷物と実物とは多少色味が異なる場合があります。あらかじめご了承
　ください。
●このカタログの掲載商品の詳細については、販売店・専門施工店また
　は当社におたずねください。

ご購入の前に

●ご使用の前に、「取扱説明書」「施工説明書」をよくお読みいただき、ご不明な点はお買い上げの販売店または専門施工店にご相談
　の上、正しくご使用ください。
●このカタログに掲載の商品は、使用用途・場所などを限定するもの、専門施工を必要とするもの、また定期点検および機器のメンテナ
　ンスを必要とするものがあります。お買い上げの販売店または専門施工店にご確認ください。

安全に関する
ご注意

お求めは当店で

SBCT1E87N　201708-3.5YU

このカタログの記載内容は
2017年8月現在のものです。

〒105-8301
東京都港区東新橋1丁目5番1号
☎（03）6218-1131（代表）
ⒸPanasonic Corporation 2017
本書からの無断の複製はかたくお断りします。

パナソニック株式会社　エコソリューションズ社
マーケティング本部　情報商品営業部

http://panasonic.com/jp/sustainability

NEW 火災通報装置
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平成28年4月改正告示適合品
一般財団法人 日本消防設備安全センター認定番号　火通‒042号

一般財団法人 電気通信端末機器審査協会 技術基準適合認定　A16‒0095001

防災システムの情報はホームページでもご覧いただけます。

www2.panasonic.biz/es/densetsu/ha/bousai_net/ 防災NET 検 索

従来のアナログ電話回線に加えて
ＩＰ電話回線にも対応消防署へ

一般通報先へ
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